
親

土
橋
　
龍
聖

り
ゅ
う
せ
い

和
之
　
新　
光　
町　

土
屋
　
大
河

た
い
が

賢
一
　
新
光
町

畑
谷
　
悠
樹

ゆ
う
き

雅
樹
　
ウ
ト
ロ
高
原

安
藤

心
翔

ま
な
と

貴
彦
　
文
光
町

上
元
　
紅
葉

く
れ
は

克
也
　
本
　
町

鈴
木
　
凌
来

り

く

真
市
　
光
陽
町

佐
々
木
凛
子

り

こ

克
広
　
川
　
上

熊
谷
倖
多
朗

こ
う
た
ろ
う

智
宏
　
三
　
井

住
吉
　
壱
城

い
っ
き

貴
行
　
文
光
町

濱
田
セ
ツ
子
　
77
歳

以
久
科
南

此
島
　
小
浪
　
75
歳
　
峰
　
浜

内
田
　
隅
子
　
94
歳
　
来
　
運

佐
々
木
　
誠
　
94
歳
　
朱
円
西

佐
藤
　
マ
サ
　
87
歳
　
西
　
町

阿
部
　
梅
治
　
81
歳
　
光
陽
町
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水
嶼
　
友
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櫻
庭
　
聖
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湧
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さ　
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澤
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正
弘
　
中
斜
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北
見
市

さ　
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さ　
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平
賀
　
篤
　
　
文
光
町

小
林
　
郁
美
　
網
走
市

さ　
ん　

さ　
ん　

Q

／24
10

秋
葉
　
教
雅
　
朝
日
町

櫻
田
　
比
咲
　
青
葉
町

さ　
ん　

さ　
ん　

Q

／24
10

今
野
　
利
幸
　
港
　
町

鈴
木
　
弘
美
　
港
　
町

さ　
ん　

さ　
ん　

Q

／10
10

浮
須
　
智
也
　
三
　
井

酒
井
真
由
美
　
兵
庫
県

さ　
ん　

さ　
ん　

Q
誕
生
お
め
で
と
う

結
婚
お
め
で
と
う

届
出
日
で
す

お　
く　
や　
み　
申　
上　
げ　
ま　
す　

街

／4
10

海岸大掃除～みんなの海をきれいにしよう！～

1 1月5日に、社団法人斜里青年会議所（門間哲也理事長）
の主催により、海岸の清掃が行われました。これは、斜里青
年会議所が昨年提唱した「環境宣言」に基づく取り組みの一
つで、地域の住民が実際にごみの散乱している場所へ行くこ
とにより、ごみについてのマナーをもう一度しっかり考えて
もらうことと、清掃活動を行うことでより良い地域づくりを
めざすことを目的に行われたものです。当日集まった子ども
からお年寄りまでの約7 0名の参加者は、オクシベツ川河口付
近を中心に、海岸付近のおよそ6 k mを清掃して、ペットボト
ルや空き缶、プラスチック容器の他、タイヤ、家電など、約
3.5ｔのごみを拾い集めました。

地域貢献事業〈エゾ山桜を植樹〉
1 1月1 6日に、網走農業事務所工事安全連絡協議

会（早水均会長）の主催により、町内の農業工事

受注事業者と網走農業事務所職員、町職員などか

ら約2 0名が参加し、地域貢献事業の一環として、

三井排水路に並行する町道にエゾ山桜2 0本を植樹

しました。これは、国営畑地かんがい事業への理

解を深めてもらうと共に、地域住民や自治体との

積極的なコミュニケーションを図ることを目的と

して行われているもので、今年で３年目になりま

す。参加者はそれぞれに、成長して桜の花が満開

になる光景を思い浮かべながら、植樹を終えてい

ました。

10
10／20

10

さ　
ん　
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好評！「知床づくし」給食。

あ
り
が
と
う

寄
付

奉
仕

「
あ
な
た
の
生
活
が
病
気
を
作
る
」

〜
生
活
習
慣
と
動
脈
硬
化
〜

斜
里
町
健
康
づ
く
り
講
演
会

11
月
14
日
（
火
）
18
時
30

分
か
ら
ゆ
め
ホ
ー
ル
知
床
公

民
館
ホ
ー
ル
で
健
康
づ
く
り

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
立
北
見
病
院
か
ら

山
田
修
院
長
を
講
師
に
招
き
、

生
活
習
慣
病
や
、
動
脈
硬
化
、

話
題
と
な
っ
て
い
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど

に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
食
生
活
改
善
」
、
「
禁
煙
」
、

「
運
動
の
推
進
」
を
斜
里
町
健

康
３
大
柱
と
し
て
、
生
活
習

慣
の
改
善
方
法
や
、
ど
う
し

て
病
気
に
な
る
の
か
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
い
っ
た
こ
と
を
解

り
や
す
く
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を

交
え
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

特
に
斜
里
町
は
、
太
っ
て

い
る
人
、
喫
煙
率
、
運
動
不

足
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合

が
全
道
、
全
国
の
割
合
に
比

べ
高
い
そ
う
で
す
。

身
近
な
問
題
だ
け
に
集
ま

っ
た
131
名
の
聴
衆
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

1 1月1 0日、町内全小中学校児童・生徒及び、へ

き地保育所園児1 , 3 7 0人の給食に、地元で捕れた

海の幸をふんだんに使った給食が登場しました。

これは、斜里町さけ・ます増殖協力会及び、丸

中しれとこ食品（株）で推進している地産地消と

食育の取り組みの一つとして、給食センターに地

元産の生鮭やいくら醤油漬け、鮭フレークが寄贈

されたものを使用して、新鮮で安全、安心な「知

床づくし」給食を提供することになったものです。

献立は、「知床幸のご飯（ご飯、いくら醤油漬け、

鮭フレーク）」「鮭唐揚げチリソース和え」にみそ

汁と牛乳で、当日は朱円小学校に、関係者が集ま

り、代表してウトロ漁業協同組合野田専務から

「斜里町は、日本一サケの捕れる場所です。魚には

身体をつくる栄養素や頭が良くなる栄養素がある

ので、皆さんもたくさん食べてください。」とのあ

いさつの後、一緒に給食の時間を過ごしました。

朱円小学校4年生の中島隆志くんは、「おいしか

った。また食べたい。」と、満腹のお腹を抱えてい

ました。

北海道立北見病院院長

山田　修　氏

網
走
支
庁
納
税
功
労
賞
の
受
賞

11月15日、役場応接室にてラムイ納税貯蓄組合組合長

岡本昭二さんが大橋副支庁長から、網走支庁納税功労賞を受

けとりました。岡本さんは、ラムイ地区の納税に対する啓蒙

啓発活動や納期納付の徹底などに対しての長年の功績により

受賞されました。おめでとうございます。

川
村
　
シ
マ
　
89
歳
　
ウ
ト
ロ
香
川

小
澤
喜
代
野
　
75
歳
　
青
葉
町

神
谷
　
直
次
　
78
歳
　
青
葉
町

■
町　
（
芸
術
文
化
振
興
基
金
）　
へ

斜
里
混
声
合
唱
団

さ　
ん　

／24
10

さ　
ん　

／27
10

さ　
ん　

／30
10

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

「
町
民
手
話
を
学
ぶ
会
」

11
月
10
日
と
17
日
に
斜
町
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
講
座
・
町
民
手
話
を
学
ぶ

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

聴
力
障
が
い
者
と
の
接
し
方

は
、
手
話
、
筆
談
、
口
語
、
補
聴

器
、
指
文
字
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

中
で
も
手
話
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
方
法
で
あ
る
と
、
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
講
師
と
し
て
斜
里
手
話
の

会
（
会
長
川
村
一
路
さ
ん
）
の
皆

さ
ん
が
参
加
者
に
丁
寧
に
指
導
し

ま
し
た
。


